


RQE面接審査

日時・場所
2016年１月27日あたり。情報C棟６Fまたは情報A棟２F。

発表内容
以下のようなものを目安にする（計１５分）

４分 専門研究：　研究の重要性。得られた結果や今後予想される結果とその重要性。学位までの計画。
４分 融合研究：　研究の重要性。自身の役割。学位までの計画。得られた結果（あれば）や今後予想される結果とその重要性。
２分 融合による未来のイノベーション、自身の未来像
５分 QA

タイムテーブル（※敬称略）
部屋１

学生 Adv. 1 Adv. 2 Adv. 3 渡辺(清水 四方 沼尾 下條 西尾 高木 近藤 鈴木 難波渡邉(朋岡田 永井 名田 和田 石黒 細田
13:00 藤井 渡辺(尚鈴木 NEC 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
13:15 古林 四方 渡辺(尚NICT 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13:30 横田 鈴木 四方 ATR 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
13:45 清水 四方 和田 NEC 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
14:00 芝井 四方 和田 NTT 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
14:15 吉永 和田 近藤 ATR 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0
14:30 休憩（時間調整）
14:45 澤田 近藤 四方 NTT 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15:00 水内 四方 近藤 NICT 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15:15 日浅 清水 高木 NTT 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15:30 Zuben 高木 清水 ATR 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15:45 酒井 難波 清水 NICT 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

部屋２
学生 Adv. 1 Adv. 2 Adv. 3 渡辺 清水 四方 沼尾 下條 西尾 高木 近藤 鈴木 難波渡邉(朋岡田 永井 名田 和田 石黒 細田

13:00 徳山 清水 渡邉(朋ATR 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
13:15 垣塚 渡邉(朋下條 日立 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
13:30 Dashda 下條 永井 日立 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
13:45 稲垣 永井 沼尾 堀場 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
14:00 Nattap 沼尾 石黒 Panason 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
14:15 渡辺 石黒 下條 Panason 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
14:30 休憩（時間調整）
14:45 中西 石黒 西尾 日立 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
15:00 中村 西尾 名田 オムロン 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
15:15 有本 石黒 名田 Microsof 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
15:30 浦井 石黒 細田 東芝 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
15:45 進 細田 岡田 Microsof 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
16:00 土沢 岡田 細田 Microsof 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

各学生のアドバイザ(Adv. 1&2)は参加必須（右票の1の部分）。および事後評価を行う。
アドバイザ以外の教員の参加は必須ではないが、参加や意見を強く歓迎。評価には関わらない。

評価
書面またはファイルにより評価。
評価項目は例えば下記のようなもの（書類審査でも同様の項目を評価する）。

専門研究と展望
研究の重要性が専門外の研究者に対してもアピールできているか
既に得られた結果や予想される結果の重要性がアピールできているか
博士課程の期間内において達成できると感じるか

融合研究と計画
研究の重要性が専門外の研究者に対してもアピールできているか
既に得られた結果や予想される結果の重要性がアピールできているか
専門研究と両立して達成できるよう、推進または準備や計画ができているか

融合による未来のイノベーション、自身の未来像
融合によるイノベーションを意識し、志向しているか 
自身の目標や未来像があり、それに向けて活動できているか

その他コメント
RQEの合格に関して特に問題がある場合はコメントと共にチェック

やむを得ない理由で当日に来ることができない場合などの対応
教員 ラボ内の教員等で責任をもって担当する。

学生 １．インターンなど、その場にいられないけど時間は空いているとき
スカイプなどによる遠隔対応

２．その時間自体が重要な理由で不可な時（病気等ふくむ）
アドバイザの先生と調整して、別途、開催する。
アドバイザの先生に個別に説明してもよい。
（ただし、日時、会場の調整は学生が行う）



HW簡易イベントカレンダー(150818更新)
＊これは事前のToDoリスト作成を⽬的とした⽇程案であり、実際の⽇程は変更になる可能性が⼤いにあります。
  「どれぐらいの時期に、どのような事があるか︖」の参考にのみ使⽤し、詳細は各イベントの通知を参照ください。

前年度参考 今年度予定（および案） [ ]は委員会別（カラム分け）。[教](n)はn年次教務。
（今年度該当無は消去）

年 月 日 曜日 年 月 日 曜日 [企]▼ [教]全▼ [教](1)▼ [教](2)▼ [教](3～)▼ [選]▼ [産]▼ [他]▼
2014 4 3 木 前期 2015 4 3 金 [企]企画運営委員会 第1回(12-13:00@A308)
2014 4 4 金 2015 4 3 金 [教](1)ガイダンス

2015 4 3 金 [企]中間評価、学生・プログラム担当者アンケート実施、4～6月
2014 4 4 金 2015 4 10 金 [教](1)合宿（HWセミナー）：10-12日
2014 4 11 金 2015 4 10 金 [教](1)ヒューマンウェア基礎論I開始（金曜6限目）

2015 4 24 金 [教](3)インターン説明会
2015 5 7 木 [他]教員融合研究テーマ申請
2015 5 11 月 [企]中間評価、PO訪問
2015 5 14 木 [教](3)イノベーション実践演習1/3（14,15日、特許講習）

2014 6 2 月 2015 5 19 火 [教](1)アドバイザリ、ローテーション希望調査
2014 6 27 金 2015 5 22 金 [他]HW懇親会　２０１５年はやらず
2014 6 27 金 2015 5 29 金 [教](3)プロジェクト研究テーマ企画書提出

2015 5 29 金 [企]中間評価、調書、作成目安　（評価確認７月、個別評価８月、書面評価９月）
2014 5 29 木 2015 6 4 木 [企]企画運営委員会 第2回(12-13:00@A308)

2015 6 5 金 [教](3)イノベーション実践演習2/3（5,12,19日、特許戦略Panasonic）
2015 1 27 火 2015 6 25 木 [企]国際アドバイザリ委員会
2014 7 30 水 2015 6 26 金 [産]参画企業との連絡協議会 
2014 11 21 金 2015 6 26 金 [教]学生アドバイザリ委員会、外部アドバイザリ面会
2014 7 17 木 2015 7 1 水 [教](1)研究室ローテーション開始（実施期間開始～11月１週目末のうち任意。11月１週目末レポー
2014 7 3 木 2015 7 2 木 [企]企画運営委員会 第3回(12-13:00@A308)
2014 7 18 金 2015 7 3 金 [教](2)アウトリーチ 1/3（未来館コミュニケータ講義）

2015 7 3 金 [教](3)イノベーション実践演習3/3（3,10,24,8/7、プレゼン技術NEC）
2015 7 7 火 [他]HW教員セミナー（難波先生@生命新棟２F）
2015 7 10 金 [他]OASISシンポ

2014 7 9 水 2015 7 15 水 [他]学生合宿（生命発）: 15-17日(OISTも招聘)
2014 8 1 金 2015 7 31 金 [教](1)イノベーション入門1/2（説明、Writing, Clic産学講義）：この後、企業アポ取り,企業訪問（任意
2014 8 5 火 2015 8 3 月 [教]学生アドバイザリ委員会1回目、レポート開始、17日締め切り（メンタリング主目的）
2014 8 19 火 2015 8 25 火 [他]OIST交流会
2014 9 3 水 2015 9 1 火 [教]GPIスキル熟達度 評価
2014 9 4 木 2015 9 3 木 [企]企画運営委員会 第4回(12-13:00@A308)
2014 9 29 月 2015 9 16 水 [教](2)アウトリーチ2/3：研究科合格4年と全国の3年へ、学生主体のアウトリーチ会。
2014 9 30 火 2015 9 30 水 [教](1)イノベーション入門2/2(最終討論)
2014 10 2 木 後期 2015 10 2 金 [企]企画運営委員会 第5回(12-13:00@A308)
2014 10 3 金 2015 10 2 金 [教](1)イノベーション創出論開始（毎週金曜日、全8回）
2014 10 10 金 2015 10 2 金 [他]英語クラス開始（毎週金曜・全学年・研究科対象）
2014 10 17 金 2015 10 16 金 [教]学生アドバイザリ委員会2回目、レポート開始、締め切り11/4（M1,3は兼PreQE,RQE書類審査用）
2014 10 17 金 2015 10 16 金 [選]↑PreQE,RQE書類提示。アドバイザリと重複開催。

2015 10 24 土 [他]全国リーディングフォーラム(東京)
2015 10 30 金 [企]中間評価、現地調査
2015 11 2 月 [企]中間評価、ヒアリング・合議評価　11～12月　（評価結果案、12～1月）

2014 11 6 木 2015 11 5 木 [企]企画運営委員会 第6回(12-13:00@A308)
2014 11 7 金 2015 11 6 金 [教]学生アドバイザリ委員会2回目、審査開始、～PreQE面接前週までに審査（11/25日まで）
2014 11 7 金 2015 11 6 金 [選]↑PreQE書類審査を兼ねる。

2015 11 6 金 [教](3)↑RQE, プロジェクト研究中間審査書類を兼ねる。
2014 11 21 金 2015 11 20 金 [教](2)アウトリーチ3/3：より一般に向けて（ラボカフェ＠なにわ橋駅など）。
2014 12 1 月 2015 12 1 火 [選]Pre-QE面接審査（選抜委員会）
2014 12 1 月 2015 12 1 火 [企]企画運営委員会 第7回 (PreQE合否メール審議12/1～4日)
2014 12 4 木 2015 12 3 木 [企]企画運営委員会 第8回(12-13:00@A308)
2014 12 5 金 2015 12 4 金 [選]Pre-QE結果発表
2014 12 3 水 2015 日 [他]OASIS IT連携フォーラム
2014 12 15 月 2015 12 18 金 [選]H27年度HW入試・説明会１（吹田・豊中同時開催）
2015 1 5 月 2016 12 14 水 [教]学生主体融合領域研究支援経費　公募開始（または通知開始）
2015 1 13 火 2016 1 13 水 [選]H27年度HW入試・説明会２（吹田のみ）

2016 1 27 水 [教]RQE面接審査（アドバイザリ委員会。学内委員は必須。）
2016 1 27 水 [教](3)↑プロジェクト研究最終審査を兼ねる。
2016 2 1 月 [企]中間評価、評価の決定　2～3月

2015 2 5 木 2016 2 4 木 [企]企画運営委員会 第9回(12-13:00@A308)
2015 2 23 月 2016 2 22 月 [選]H27年度HW入試・願書受付（3/2締め切り）
2015 2 28 土 2016 2 29 月 [教]学生主体融合領域研究支援経費　公募締め切り→審査開始→３月中に総長承認→４月に採択通知
2015 3 10 火 2016 3 4 金 [選]H27年度HW入試・書類選考（3/7合格発表）
2015 3 18 水 2016 3 16 水 [選]H27年度HW入試・面接審査
2015 3 19 木 2016 3 17 木 [企]企画運営委員会 第10回(12-13:00@A308)選抜合否判定　（3/18合格発表）
2015 3 20 金 2016 3 21 月 [教]GPIスキル熟達度 （秋の評価を再確認することを促す）

2015 2 26 木 今年度未定 [他]海外合宿
今年度未定 [他]指導教員説明会

2014 11 21 金 今年度なし [企]HWシンポジウム
不定期 [企]PO訪問
通年実施 [教](3～)インターンシップ（国内、海外）

参考：教務講義リスト
年次 開講科目名 内容

必 1 イノベーション創出論 各種分野の外部講師による講義（後期、金曜2-3限目）
必 1 ヒューマンウェアセミナー 合宿、ローテーション
必 1 ヒューマンウェア領域基礎研究 在籍研究科での研究 + イノベーション入門
必 2 ヒューマンウェア融合領域研究 在籍研究科での研究 + アウトリーチ
必 3 ヒューマンウェア融合領域プロジェクト研究 融合研究
選 4 ヒューマンウェアPI融合領域プロジェクト研究 融合研究
選 3 イノベーション実践演習 参画企業によるOJT
必 3,4 インターンシップ インターン国内・海外、最低一回
選 1 ヒューマンウェア基礎論I 特任座学（前期、金曜６限目）
選 1 ヒューマンウェア基礎論II 特任座学（後期、金曜４限目）

＊講義の流れ
研究：領域基礎（各ラボ・１年）→融合領域（各ラボ・２年）→プロジェクト研究（３年）→PI研究（４年）
産業・社会：イノベーション入門（１年前期）→創出論（１年後期）→アウトリーチ（２年）→実践演習（３年～）・インターン（３年～）
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